
令和 8年 3月 1日 
 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 
事業所名称…グループホーム大森の家 
サービス種類…認知症対応型共同生活介護 
会議開催日…令和 8年 2月 27日 
開催場所…事業所内ホール 
出席者 

議事 
1、入居者状況 

2月 27日現在　18名入居中 
（12月 25日 1名退居　12月 24日 1名、2月 9日 1名入居） 
　　男性　3名　女性　15名 
平均介護度　　2.5　　平均年齢　　88.1歳 

2、活動報告　 
12月 23日　クリスマス会 
1月 3日　　新年お茶会 
3B体操の実施（3回/月） 
2月 3日　　節分　豆まき 
2月 12日　ハッピー号 
【今後の予定】 
3月 4日　　ひな祭り 
3月下旬～4月上旬　花見ドライブ 
3月 19日　 全体会議 

3、状況報告（1月～2月） 
【利用者様について】 
1月 6日に最大震度 5強を観測する地震があったが、午前の飲茶時間であった
ため、ほとんどの利用者様が職員とともにホールに居られ、動揺される方も少

なく、居室で休まれていた方の安全確認も迅速に対応できた。施設内外での 
被害もなかった。 
2月 9日早朝、近隣で火災が発生した際には消防車のサイレンを聴いて不安に 
なられる利用者様も数名みられたが、焦げた臭気がしたこと以外は特に被害も 
なかった。 
県下で食中毒注意報の発表はあったが、現在までのところ、感染性胃腸炎の 

 事業所 3人 利用者 0人
 利用者家族 3人 地域代表者 0人
 松江市職員 0人 包括支援センター 1人
 知見を有する者 0人 その他（　　　　　） 0人



発症などはみられない。 
またインフルエンザおよび新型コロナウイルス感染については、職員も含めて

発症はない。 
【研修等】 
高齢者虐待防止研修（島根県社会福祉会主催）を職員 2名が受講 
高齢者虐待を未然に防ぐための必要な倫理・技術ケア・組織のあり方・他施設

で行われている具体的な取り組みを学ぶ。 
 
意見交換 
　　（施設）12月 24日に入所された方のご家族様にご入所後のお気持ちなどを語って

いただきたい。 
　　（家族）毎日寂しく感じている。施設に入所したことが良かったのかどうかを日々 
　　　　　　悩んでいる。在宅でもう少し世話ができたのではないかと思うが、自分も 
　　　　　　限界寸前だったので…。 
　　　　　　ただこの施設に入ってから、妻の表情は明るくなったと思う。 
　　（施設）ここでの生活にも徐々に慣れられてきているのか、お話しをされることも 
　　　　　　増えてきている。 
　　（施設）1月半ばに見守り支援システムの「眠りコネクト」を導入し、約 1か月が 
　　　　　　経過している。各ユニットに夜勤者は 1名ずつしか配置していないので、

本システム導入によって、見守りの充実を期待している。 
　　　　　　データが集まるにつれて、夜間の睡眠状態や睡眠のリズムなども把握でき 
　　　　　　より良い睡眠を支援できるものと期待している。 
　　　　　　また、入眠中に起こる異変などをアラームで知らせる機能もついているの

で有効に活用していきたい。 
 
 
※事業所確認欄 

 □活動報告についての評価を受けることができたか。 〇

 □要望・助言等受ける機会を設けたか。 〇


